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紹

介
川
崎
剛
志
・
苅
米
一
志
・
土
井
通
弘
編
著
﹃
備
前
国
西
大
寺
縁
起

絵
巻
﹄

中

山

一

麿

︻
内
容
︼

︽
図
版
︾︵
校
訂
本
文
と
要
旨
を
付
す
︶

備
前
国
西
大
寺
縁
起
絵
巻
︵
永
正
本
︶・︵
寛
文
本
︶

︽
解
説
︾︵
第
一
・
第
二
節
苅
米
︑
第
三
・
第
四
節
川
崎
︑
附
論
土
井
︶

一

備
前
西
大
寺
の
歴
史
︱
平
安
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で

�
備
前
西
大
寺
の
草
創
と
縁
起
／
�
備
前
国
金
岡
荘
と
西
大
寺
／
�
永

享
十
二
年
勧
進
帳
の
内
容
か
ら
／
�
俊
乗
房
重
源
に
よ
る
大
勧
進
事
業

の
影
響
︵
�
-
�
金
岡
東
荘
と
金
岡
浦
︶︵
�
-
�
重
源
の
備
前
国
務
と

吉
井
川
・
金
岡
浦
︶
／
�
真
言
律
宗
の
展
開
と
観
音
信
仰
︵
�
-
�
瀬

戸
内
諸
港
と
真
言
律
宗
︶︵
�
-
�
長
谷
観
音
信
仰
と
真
言
律
宗
︶
／
�

そ
の
後
の
西
大
寺
の
沿
革
︵
�
-
�
永
享
十
二
年
勧
進
帳
の
ま
と
め
︶

︵
�
-
�
室
町
～
江
戸
時
代
初
期
の
西
大
寺
︶

二

明
応
年
間
の
復
興
造
営
勧
進
︱
備
前
国
金
岡
県
西
大
寺
化
縁
疏
并
序

に
つ
い
て

�
明
応
五
年
︵
一
四
九
六
︶﹁
化
縁
疏
并
序
﹂
に
つ
い
て
／
�
明
応
五

年
の
状
況
／
�
﹁
化
縁
疏
并
序
﹂
の
成
立
︵
�
-
�
幹
縁
比
丘
等
芳
に

つ
い
て
︶︵
�
-
�
天
隠
に
よ
る
執
筆
の
意
義
︶

三

西
大
寺
縁
起
絵
巻
群
の
形
成
と
保
持

�
西
大
寺
観
音
院
所
蔵
の
縁
起
絵
巻
群
／
�
縁
起
絵
巻
群
の
形
成
／
�

西
大
寺
観
音
院
に
お
け
る
保
持

四

勧
進
の
材
と
し
て
の
永
正
本
の
表
現

�
現
在
の
Ａ
永
正
本
の
資
料
的
価
値
／
�
明
応
四
年
回
禄
後
の
再
興
事

業
と
絵
巻
制
作
／
�
永
正
本
絵
巻
の
概
略
／
�
勧
進
資
料
の
蓄
積
と
そ

の
摂
取
／
�
過
去
と
現
在
の
修
造
の
表
現
／
�
備
前
国
守
護
と
そ
の
妻

附
論

備
前
西
大
寺
修
正
会
︵
会
陽
︶
の
道
場
観
に
つ
い
て

�
西
大
寺
修
正
会
︵
会
陽
︶
研
究
史
／
�
西
大
寺
修
正
会
の
構
成
／
�

道
場
観
に
つ
い
て
／
�
構
造
的
把
握
に
む
け
て
／
�
結
び
に
か
え
て

︽
参
考
資
料
︾︵
一
～
四
は
各
資
料
の
翻
刻
︑
五
は
一
覧
表
︶

一

永
享
十
二
年
西
大
寺
勧
進
帳
／
二

備
前
国
金
岡
県
西
大
寺
化
縁
疏

并
序
／
三

西
大
寺
縁
起
絵
巻
︵
延
宝
本
︶
／
四

西
大
寺
縁
起
絵
巻

︵
享
保
本
︶
／
五

西
大
寺
縁
起
絵
巻
群
の
料
紙
と
法
量

会
陽
︵
は
だ
か
祭
り
︶
で
知
ら
れ
る
金
陵
山
西
大
寺
︵
備
前
西
大
寺
︶
に

は
︑﹃
永
享
十
二
年
勧
進
帳
﹄
以
降
︑
機
に
応
じ
た
縁
起
が
創
出
さ
れ
て
き

た
︒
中
で
も
︑﹃
永
正
本
﹄
以
降
は
絵
巻
物
と
し
て
︑
五
点
七
軸
の
縁
起
が

現
蔵
さ
れ
て
お
り
︑
豊
富
な
縁
起
世
界
を
形
成
し
て
い
る
︒
既
に
﹃
岡
山
県

古
文
書
集
﹄
に
翻
刻
が
あ
り
︑
関
連
研
究
の
基
本
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
︒
し
か
し
︑
絵
巻
資
料
と
し
て
は
︑
限
ら
れ
た

数
面
が
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
る
に
止
ま
り
︑
そ
の
全
貌
を
容
易
に
確
認
す
る

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
︒
本
書
は
︑
そ
れ
ら
縁
起
群
の
中
で
も
︑
重
要
度
の

高
い
︑﹃
永
正
本
﹄
と
﹃
寛
文
本
﹄
を
全
編
カ
ラ
ー
で
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
︒
こ
れ
ら
の
縁
起
絵
巻
は
︑
教
育
現
場
や
一
般
に
も
郷
土
資
料
と
し
て
関

76



心
が
高
く
︑
研
究
者
の
み
な
ら
ず
︑
西
大
寺
の
絵
巻
が
簡
便
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
事
の
意
義
は
大
き
い
︒

ま
た
本
書
は
資
料
紹
介
に
止
ま
ら
ず
︑
上
段
の
︻
内
容
︼
が
示
す
よ
う
に

周
到
な
解
説
が
附
さ
れ
た
研
究
書
で
も
あ
る
︒
備
前
西
大
寺
の
研
究
に
格
段

の
整
理
・
進
展
が
な
さ
れ
て
お
り
︑﹃
岡
山
県
古
文
書
集
﹄
に
代
わ
る
基
礎

資
料
・
研
究
書
と
し
て
今
後
は
活
用
さ
れ
る
事
に
な
ろ
う
︒

し
か
し
︑
本
書
刊
行
の
最
大
の
意
義
は
︑
今
後
の
地
域
縁
起
研
究
の
在
り

方
を
象
徴
的
に
啓
示
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
え
る
︒
即
ち
︑
地
域
縁
起
研

究
は
従
来
︑
郷
土
史
家
や
地
元
大
学
の
修
士
論
文
等
で
の
研
究
が
中
心
で

あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
本
書
は
熊
野
・
大
峰
を
中
心
と
し
た
修
験
道
を
専
門
と

す
る
川
崎
剛
志
氏
︑
中
世
荘
園
研
究
を
基
盤
と
し
た
寺
院
史
を
専
門
と
す
る

苅
米
一
志
氏
︑
及
び
長
年
岡
山
県
下
の
彫
像
美
術
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

土
井
通
弘
氏
に
よ
る
共
同
執
筆
で
あ
る
︒
中
央
は
無
論
の
こ
と
︑
全
国
的
視

野
を
有
し
た
研
究
者
に
よ
る
地
元
の
地
域
縁
起
研
究
で
あ
る
︒
し
か
も
︑
文

学
・
歴
史
・
美
術
と
い
う
各
氏
の
専
門
か
ら
の
解
説
が
附
さ
れ
た
総
合
的
研

究
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
本
書
は
単
な
る
地
方
の
一
寺
院
の
研
究
と
い
う
枠
︑

及
び
研
究
分
野
の
枠
を
超
え
︑
広
範
か
つ
多
面
的
な
文
化
史
研
究
へ
と
発
展

し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

本
書
﹁
序
﹂
に
は
﹁
寺
社
縁
起
の
研
究
が
個
々
の
地
域
史
研
究
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
く
︑
本
縁
起
の
制
作
過
程
か
ら
究
明
さ
れ
る
︑
中
央
と
地
方

の
有
機
的
な
結
び
つ
き
に
こ
そ
成
立
基
盤
が
存
在
す
る
こ
と
︑
ま
た
︑
か
か

る
縁
起
絵
巻
を
必
要
と
し
た
社
会
構
造
の
実
態
が
本
絵
巻
を
通
し
て
伺
う
こ

と
が
で
き
る
の
も
地
方
の
寺
社
縁
起
絵
巻
の
大
き
な
魅
力
﹂
と
記
す
︒
未
だ

全
国
に
は
膨
大
な
量
の
寺
社
縁
起
が
然
し
た
る
注
目
を
浴
び
ず
に
眠
っ
て
い

る
︒
本
書
の
如
き
研
究
書
が
そ
れ
ら
へ
の
関
心
の
扉
を
開
く
こ
と
を
願
い
つ

つ
︑
こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
︒

︵
就
実
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
︑
二
〇
一
三
年
十
二
月
︑
一
一
二
頁
︑

六
五
〇
〇
円
﹇
税
別
︑
別
途
送
料
三
六
〇
円
﹈︑
就
実
大
学
吉
備
地
方
文
化

研
究
所
申
し
込
み
販
売
︶︵

な
か
や
ま
・
か
ず
ま
ろ

本
学
招
へ
い
研
究
員
︶
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